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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

第
25
回
神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

☆ 

今
回
の
「
氾
濫
」
は
解
答
者
38

名
。
第
19
回
（
43
名
）
に
次
ぐ

盛
況
に
大
感
激
で
す
。 

①
ば
か
詰 

５
手 

神
無
七
郎 

持
駒 

な
し 

 

23
桂
生
、
36
飛
生
、
43
歩
生
、 

55
角
生
、
42
銀
生
迄
５
手
。 

井
上
道
宣
―
解
い
て
吹
き
出
し
た
。 

砂
川
順
一
―
連
続
生
が
狙
い
で
す

ね
。 

高
橋
達
也
―
う
わ
ぁ
、
ナ
ラ
ズ
ば

っ
か
り
！ 

☆ 

解
説
不
要
の
５
手
５
種
不
成
。

第
７
回
九
州
Ｇ
別
館
の
課
題

（
不
成
三
種
以
上
）
に
触
発
さ

れ
て
作
っ
た
も
の
で
、
こ
の
作

の
み
の
解
答
が
26
名
と
い
う

今
回
の
稼
ぎ
頭
と
な
り
ま
し
た
。 

佐
藤
宣
多
―
あ
と
香
で
す
か
。 

☆ 

受
方
か
ら
始
め
て
６
手
６
種
不

成
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？ 

ど

な
た
か
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。 

土
沢
芳
信
―
特
に
４
手
目
55
角

生
は
、
角
を
取
る
と
同
時
に
香

筋
を
通
す
と
い
う
、
い
わ
ば
１

手
で
２
手
分
（
正
し
く
は
な

い
？
）
の
ス
ゴ
イ
手
だ
と
思
い

ま
す
。 

☆ 

本
作
で
一
番
苦
労
し
た
の
が
、

こ
の
仕
組
み
の
発
見
で
し
た
。

神
無
三
郎
氏
も
こ
の
構
造
に
着

目
し
『
開
王
手
を
す
る
軸
駒
を

取
ら
せ
る
た
め
に
そ
の
駒
の
道

を
封
鎖
し
て
い
る
駒
を
動
か
す

（
又
は
利
き
を
遮
る
）』
と
い
う

手
筋
を
「
飯
綱
落
と
し
」
と
命

名
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
三
郎

氏
自
身
の
作
品
で
そ
の
応
用
例

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

☆ 

最
後
に
、
夏
の
不
成
作
品
で
は

「
お
約
束
」
の
こ
の
短
評
で
締

め
ま
し
ょ
う
。
で
は
、
ど
う
ぞ
。 

山
口
勇
―
夏
は
や
っ
ぱ
り
生
で
す

ね
。
オ
ー
ル
生
。 

②
ば
か
詰 

59
手
「
胡
蝶
」 

神
無
三
郎 

 

持
駒
、
歩
９ 

26
桂
、
38
歩
、
同
角
引
、
46
玉
、 

47
歩
、
36
玉
、
27
角
、
37
玉
、 

38
歩
、
47
玉
、
36
角
、
56
玉
、 

47
角
、
同
玉
、
48
歩
、
56
玉
、 

37
歩
、
47
角
、
57
歩
、
46
玉
、 

47
歩
、
57
玉
、
48
角
、
56
玉
、 

46
歩
、
同
玉
、
57
角
、
37
玉
、 

38
歩
、
26
玉
、
48
角
、
37
桂
、 

同
角
、
17
玉
、
26
角
、
同
玉
、 

27
歩
、
36
玉
、
37
歩
、
同
玉
、 

38
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
56
玉
、 

37
歩
、
47
角
、
57
歩
、
46
玉
、 

47
歩
、
37
玉
、
38
歩
、
36
玉
、 

48
桂
、
47
玉
、
37
歩
、
46
玉
、 

47
歩
、
57
玉
、
46
角
迄
59
手
。 

作
者
―
角
（
軸
駒
）
と
歩
に
よ
る

歩
以
外
の
駒
稼
ぎ
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
た
も
の
。 

ひ
ら
ひ

ら
と
玉
が
左
右
に
舞
う
と
こ
ろ

が
、
菜
の
花
を
求
め
、
胡
蝶
に

ふ
さ
わ
し
い
。
手
数
が
短
い
割

に
手
順
が
ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
い
る
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の
は
、
朧
蜜
に
酔
う
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
春
の
情
景
。 

☆ 
詩
的
な
命
名
と
は
う
ら
は
ら
に
、

か
な
り
解
答
者
を
苦
し
め
た
難

解
作
。
苦
労
の
跡
を
窺
わ
せ
る

短
評
が
集
ま
り
ま
し
た 

た
く
ぼ
ん
―
角
を
取
ら
す
手
と
い

う
の
が
何
故
か
見
え
難
い
。
狭

い
中
で
の
や
り
取
り
で
す
が
考

え
ど
こ
ろ
は
多
く
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
。 

小
峰
耕
希
―
一
歩
不
足
を
解
消
す

る
中
盤
の
手
順
が
緻
密
。 

☆ 

持
駒
に
角
桂
歩
が
あ
れ
ば
詰
む

初
形
。
歩
は
た
っ
ぷ
り
と
持
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
駆
使
し

て
角
桂
を
手
に
入
れ
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
盤
上
の
角
を
消
し

合
駒
で
角
を
入
手
、
そ
の
角
で

桂
を
消
し
、
合
駒
で
桂
を
入
手
、

そ
の
後
再
度
角
を
入
手
す
る
と

い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。 

☆ 

こ
う
書
く
と
易
し
そ
う
に
見
え

ま
す
が
、
そ
の
手
順
は
多
く
の

紛
れ
を
含
み
、
簡
単
に
は
最
短

順
に
辿
り
つ
け
ま
せ
ん
。 

某
氏
―
合
っ
て
い
る
と
思
う

が
・
・
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
角
の
渡

し
方
の
間
違
い
か
、
桂
の
渡
し

方
か
。 

☆ 

右
の
解
答
は
33
手
目
を
27
歩

と
し
た
61
手
解
で
し
た
。
も
し

17
の
地
点
が
埋
ま
っ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
が
最
短
順
に
な
る
の

で
、
か
な
り
き
わ
ど
い
紛
れ
で

す
。
ま
た
、
１
歩
多
く
使
っ
て

55
手
詰
と
し
た
解
答
も
あ
り

ま
し
た
。
非
限
定
を
一
切
含
ま

な
い
た
め
、
作
意
に
近
い
と
誤

認
し
や
す
い
厄
介
な
紛
れ
で
す
。 

☆ 

で
は
、
こ
う
い
う
作
品
を
解
く

の
に
は
ど
ん
な
コ
ツ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
全
題
正
解
者
の

お
一
人
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
川
健
一
―
と
り
あ
え
ず
、
26
桂

跳
。
後
は
根
気
、
角
桂
歩
で
の

最
終
図
捜
し
。
こ
れ
が
、
暇
な

私
の
解
図
方
法
で
す
。 

☆ 

や
は
り
、
解
図
は
ひ
た
す
ら
考

え
る
こ
と
が
基
本
の
よ
う
で
す
。 

③
ば
か
詰 

75
手 

荻
絵
香
木 

 

持
駒 

歩 

32
王
、
88
歩
、
同
馬
、
77
歩
、 

同
馬
、
66
と
、
同
馬
、
55
歩
、 

同
馬
、
44
歩
、
同
馬
、
33
圭
、 

同
馬
、
22
歩
、
23
桂
、
同
金
、 

12
歩
、
同
玉
、
13
歩
、
同
玉
、 

14
歩
、
同
玉
、
15
歩
、
同
玉
、 

16
歩
、
同
玉
、
17
歩
、
27
玉
、 

28
と
、
同
玉
、
39
と
、
同
玉
、 

49
と
、
29
玉
、
39
と
、
19
玉
、 

29
と
、
同
桂
成
、
84
銀
成
、
82
歩
、 

同
馬
、
73
香
、
同
馬
、
64
桂
、 

同
馬
、
55
歩
、
同
馬
左
、
46
歩
、 

同
馬
、
37
歩
、
同
馬
、
28
圭
、 

同
馬
、
同
玉
、
29
香
、
37
玉
、 

49
桂
、
47
玉
、
39
桂
、
58
玉
、 

59
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
87
玉
、
88
歩
、
86
玉
、 

87
歩
、
75
玉
、
85
全
、
65
玉
、 

57
桂
、
76
玉
、
86
全
迄
75
手
。 

弘
光
弘
―
２
度
の
７
連
合
い
が
す

ば
ら
し
い
。 

市
村
道
生
―×

の
連
続
合
は
見
事

な
趣
向
。
67
歩
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
。 

☆ 

現
在
は
九
州
Ｇ
別
館
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
荻
絵
氏
。
新
人
な
が

ら
、
一
作
毎
に
め
き
め
き
と
腕

を
上
げ
、
い
ま
や
目
を
離
せ
な
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い
注
目
作
家
の
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
局
で
も
斜
め
７
連

合
２
回
と
い
う
新
人
離
れ
し
た

大
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。  

佐
々
木
寛
次
郎
―
局
面
が
広
く
て

も
手
が
狭
い
と
、
こ
ん
な
私
に

だ
っ
て
詰
む
の
が
嬉
し
い
。 

小
五
郎
―
59
手
目
39
桂
の
所
で

先
に
歩
を
打
ち
収
束
部
分
で
悩

ん
だ
。 

☆ 

本
作
は
厳
し
い
条
件
作
の
割
に

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
論
理
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
解
く
立
場
か
ら

見
る
と
概
ね
易
し
い
作
品
で
す
。

唯
一
の
難
所
と
な
る
の
は
59

手
目
39
桂
。
後
の
手
順
を
考
え

る
と
桂
よ
り
歩
の
方
が
役
に
立

つ
と
い
う
理
屈
で
す
が
、
こ
れ

は
39
手
目
84
銀
成
の
伏
線
と

連
動
し
て
い
る
の
で
、
両
者
を

結
び
つ
け
な
い
と
分
か
ら
な
い

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

☆ 

一
方
、
作
図
上
の
ポ
イ
ン
ト
は

作
者
に
よ
れ
ば
「
最
初
の
馬
を

盤
上
に
残
す
」「
来
た
道
を
逆
戻

り
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
」
の
２
点

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
前
者
は
、

「
後
の
７
連
合
で
角
を
合
駒
さ

れ
な
い
た
め
」
と
い
う
こ
と
で

分
か
り
易
い
で
す
が
、
後
者
は

実
際
に
作
ろ
う
と
し
た
人
で
な

い
と
実
感
で
き
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
ど

う
作
者
が
克
服
し
た
か
―
こ
こ

で
は
敢
え
て
書
き
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
分
析
す
る
と
、
創
作
の

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

作
者
―
言
う
ま
で
も
な
く
、
神
無

三
郎
さ
ん
の
『
真
夏
の
夜
の
夢
』

『
飛
行
船
』
が
な
け
れ
ば
こ
の

作
品
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。 

☆ 

右
の
コ
メ
ン
ト
の
２
作
（
1999
年

12
月
「
第
12
回
神
無
一
族
の
氾

濫
」）
、
未
見
の
方
は
ぜ
ひ
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
い
。
素
晴
ら
し
い

作
品
で
す
よ
。 

④
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
ば
か
自
殺
詰 

12
手 

神
無
太
郎 

 

持
駒 

な
し 

92
飛
成
、
82
角
、
同
と
／
87
と
、 

82
香
、
83
龍
、
同
香
／
91
香
、 

94
角
、
83
飛
、
同
圭
／
89
圭
、 

83
角
、
12
飛
、
94
角
／
22
角 

迄
12
手
。（
／
は
復
活
位
置
） 

林
泰
伸
―
こ
れ
が
最
後
に
残
っ
た
。

詰
め
あ
が
り
は
分
か
る
が
、
ど

う
し
て
も
２
手
減
ら
な
く
て
苦

し
ん
だ
。
特
に
最
後
の
２
手
は

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
イ
だ
!! 

市
村
道
生
―
83
の
地
点
が
焦
点
。

12
飛
が
一
石
三
鳥
の
必
殺
手
。 

作
者
―
合
駒
を
復
活
さ
せ
て
の
両

王
手
が
狙
い
。
こ
の
狙
い
を
実

現
す
る
だ
け
な
ら
、
攻
方
89
銀

93
飛
99
王
、
受
方
72
玉
、
持

駒
飛
角
の
８
手
が
あ
る
が
、
ア

ン
チ
キ
ル
ケ
の
特
徴
で
あ
る

『
復
活
』
を
高
密
度
で
作
意
手

順
に
入
れ
て
み
た
。 

☆ 

鮮
や
か
な
復
活
両
王
手
を
主
題

と
し
た
本
作
。
そ
こ
に
至
る
演

出
も
秀
逸
で
正
解
者
か
ら
は
絶

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
作
は
今
回
の
最
難
問

で
、
苦
戦
し
た
方
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

小
五
郎
―
両
王
手
の
詰
上
り
や

12
飛
限
定
打
は
見
当
つ
い
た

が
、
そ
れ
に
至
る
手
順
が
難
し
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く
苦
戦
し
た
。 

小
峰
耕
希
―
短
編
な
が
ら
今
回
の

最
難
問
。
詰
上
り
は
１
つ
だ
が

と
金
は
取
ら
せ
駒
と
思
っ
た
。 

☆ 

本
作
は
、
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
特
有

の
効
果
が
高
密
度
に
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
よ
く
練
り
上
げ
た

手
順
が
自
然
な
難
解
性
を
生
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
駒
取
り
が

難
し
い
と
い
う
ア
ン
チ
キ
ル
ケ

の
特
徴
も
、
難
度
を
上
げ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
特
に
、
復
活
し
た
駒
で

王
手
を
掛
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
王
手
を
掛
け
る
た
め
の
飛

び
駒
を
別
に
用
意
し
て
、
駒
を

か
す
め
取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

（
本
局
で
は
３
手
目
と
９
手

目
）。
こ
の
独
特
の
感
覚
に
最
初

は
と
ま
ど
う
と
思
い
ま
す
が
、

慣
れ
る
と
病
み
つ
き
に
な
る
魅

力
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

⑤
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
ば
か
自
殺
詰 

230
手 

神
無
七
郎 

 

持
駒 

桂
歩
16 

 

63
桂
、
41
玉
、
51
桂
成
、
31
玉
、 

21
金
、
32
玉
、
31
金
、
同
玉
、 

41
圭
、
21
玉
、
31
圭
、
11
玉
、 

21
圭
、
12
玉
、
11
圭
、
13
玉
、 

12
圭
、
23
玉
、
13
圭
、
32
玉
、 

23
圭
、
41
玉
、「
42
歩
、
31
玉
、 

41
歩
成
、
21
玉
、
31
と
、 

同
角
左
／
22
角
、
12
圭
、
31
玉
、 

21
圭
、
41
玉
、
31
圭
、 

同
角
左
／
22
角
、
42
歩
、
31
玉
、 

41
歩
成
、
21
玉
、
31
と
、
11
玉
、 

21
と
、
12
玉
、
11
と
、
13
玉
、 

12
と
、
23
玉
、
13
と
、
32
玉
、 

23
と
、
41
玉
、」×

７
（
２
回

目
以
降
は
「
圭
」
の
代
わ
り
に

「
と
」）
42
歩
、
31
玉
、
41
歩
成
、 

21
玉
、
31
と
、
同
角
左
／
22
角
、 

12
と
、
31
玉
、
21
と
、
41
玉
、 

42
歩
、
同
角
迄
230
手
。 

☆
本
作
は
22
角
の
「
居
食
い
」
に

よ
っ
て
持
駒
消
去
を
行
う
作
で

す
。
中
将
棋
な
ど
で
は
獅
子
の

よ
う
に
、
特
定
の
駒
が
「
居
食

い
」
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
で
は
す
べ

て
の
駒
に
「
居
食
い
」
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。 

小
峰
耕
希
―
最
初
約
40
手
オ
ー

バ
ー
で
慌
て
る
。
１
サ
イ
ク
ル

２
枚
消
去
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。 

☆
出
題
時
に
は
「
易
し
い
」
と
書

い
た
の
で
す
が
、
１
サ
イ
ク
ル

２
枚
消
去
に
し
た
の
が
疑
問
手
。

素
直
に
１
サ
イ
ク
ル
１
枚
消
去

に
し
て
、
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
入
門

に
徹
す
る
べ
き
で
し
た
。 

☆
無
解
は
と
も
か
く
誤
解
は
な
い

と
思
わ
れ
た
本
作
。
九
部
九
厘

合
っ
て
い
な
が
ら
、
歩
の
枚
数

を
誤
っ
た
た
め
か
、
最
終
２
手

を
「
31
と
、
同
角
右
」
と
し
た

誤
答
が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。 

惜
し
い
！ 

⑥
ば
か
詰 

1965
手 

森
茂 

 

持
駒 

歩 
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☆
今
回
の
ト
リ
を
飾
る
森
茂
氏
の

大
作
。
途
中
簡
単
な
説
明
を
交

え
な
が
ら
手
順
を
並
べ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
序
奏
か
ら
。 

15
龍
、
34
玉
、
14
龍
、
35
玉
、 

36
歩
、
同
と
寄
、
15
龍
、
34
玉
、 

14
龍
、
45
玉
、
48
香
、
47
と
寄
、 

同
香
、
46
と
、
15
龍
、
34
玉
、 

14
龍
、
35
玉
、
36
歩
、
45
玉
、 

15
龍
、
35
歩
、
46
香
、
34
玉
、 

35
歩
、
33
玉
、
34
歩
、
42
玉
、 

33
歩
成
、
同
玉
、
34
歩
、
同
玉
、 

14
龍
、
35
玉
、
36
歩
、
46
玉 

（
途
中
図
１ 

36
手
目
） 

 

持
駒 

歩 

☆
こ
こ
か
ら
歩
を
香
に
変
換
し
、

香
を
歩
２
枚
に
変
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歩
を
１
枚
増
や
す

「
Ａ
」
手
順
を
２
回
行
い
ま
す
。 

「
47
歩
、
45
玉
、
15
龍
、
35
香
、 

46
歩
、
34
玉
、
35
歩
、
33
玉
、 

34
歩
、
42
玉
、
33
歩
成
、
同
玉
、 

37
香
、
36
歩
、
同
香
、
35
歩
、 

同
香
、
34
歩
、
同
香
、
同
玉
、 

14
龍
、
35
玉
、
36
歩
、
46
玉
、」 

（
＝
「
Ａ
」）
Ａ 

☆
次
に
歩
を
香
に
変
換
す
る
「
Ｂ
」

手
順
を
行
い
ま
す
。 

「
47
歩
、
45
玉
、
15
龍
、
35
香
、 

46
歩
、
34
玉
、
35
歩
、
33
玉
、 

34
歩
、
同
玉
、
14
龍
、
35
玉
、 

36
歩
、
46
玉
」（
＝
「
Ｂ
」） 

☆
こ
こ
か
ら
８
段
目
の
と
金
を
は

が
し
ま
す
。
以
後
、
１
枚
と
金

を
は
が
し
て
は
、
右
辺
に
戻
っ

て
持
駒
を
補
充
す
る
パ
タ
ー
ン

を
繰
り
返
し
ま
す
。 

①
49
香
、
48
と
、
47
歩
、
同
と
、 

同
香
、
同
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

３ 

Ｂ 

47
歩
、
57
玉
、 

59
香
、
58
と
、
同
香
、
同
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

☆
78
、
88
の
２
枚
の
と
金
は
が
す

と
き
に
は
、
そ
の
右
側
の
歩
を

必
要
な
だ
け
下
げ
て
お
く
事
前

準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
「
寿
限
無
」
と
似
た
構
造

で
す
が
、
状
況
に
応
じ
歩
の
下

げ
方
は
変
化
し
ま
す
。 

Ａ×

３ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

３ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

３ 

Ｂ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
67
玉
、
68
香
、
同
と
、 

同
歩
、
58
玉
、
59
歩
、
47
玉
、 

48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

４ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

４ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

４ 

Ｂ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
77
玉
、 

78
香
、
同
と
、
同
歩
、
67
玉
、 

68
歩
、
58
玉
、
59
歩
、
47
玉
、 

48
歩
、
46
玉
、 

（
途
中
図
２ 

810

手
目
） 

 

持
駒 

な
し 
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☆
８
段
目
の
と
金
を
す
べ
て
は
が

し
た
後
、
５
・
６
段
目
の
駒
を

は
が
し
て
い
き
ま
す
。
は
が
す

順
番
は
86
と
→
75
と
→
76
歩

→
65
金
で
す
。 

Ａ×

５ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
87
玉
、
88
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

５ 

47
歩
、
57
玉 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
88
玉
、
89
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

５ 

Ｂ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
87
玉
、
88
歩
、
96
玉
、 

99
香
、
98
歩
、
同
香
、
97
と
、 

同
香
、
同
玉
、
98
歩
、
86
玉
、 

87
歩
、
77
玉
、
78
歩
、
67
玉
、 

68
歩
、
58
玉
、
59
歩
、
47
玉
、 

48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

５ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
87
玉
、
88
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

５ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
88
玉
、
89
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×
５ 
Ｂ 

47
歩
、
57
玉 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
歩
、
87
玉
、
88
歩
、
96
玉
、 

97
歩
、
85
玉
、
87
香
、
86
と
、 

同
香
、
同
玉
、
87
歩
、
77
玉
、 

78
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

６ 

Ｂ 

47
歩
、
57
玉
、 

58
歩
、
68
玉
、
69
歩
、
78
玉
、 

79
香
、
87
玉
、
88
歩
、
86
玉
、 

87
歩
、
75
玉
、
76
香
、
同
玉
、 

77
歩
、
67
玉
、
68
歩
、
58
玉
、 

59
歩
、
47
玉
、
48
歩
、
46
玉
、 

Ａ×

３ 

47
歩
、
45
玉
、 

15
龍
、
35
香
、
46
歩
、
34
玉
、 

35
歩
、
33
玉
、
34
歩
、
同
玉
、 

14
龍
、
35
玉
②
15
龍
、
46
玉
、 

47
歩
、
57
玉
、
58
歩
、
68
玉
、 

69
歩
、
77
玉
、
78
歩
、
76
玉
、 

77
歩
、
75
玉
、
76
香
、
同
金
、 

同
歩
、
85
玉
、
86
金
迄
1965
手
。 

（
詰
上
り
） 

 

持
駒 

歩 

た
く
ぼ
ん
―
歩
増
幅
機
構
以
外
の

部
分
は
手
な
り
で
進
む
と
は
い

え
、
小
さ
な
考
え
ど
こ
ろ
が
結

構
あ
り
、
楽
し
め
ま
し
た
。
作

者
に
は
感
謝
で
す
。 

浜
崎
歩
―
苦
闘
○
日
、
な
ん
と
か

詰
め
た
と
き
に
は
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
が
出
ま
し
た
が
、
手

数
を
勘
定
し
て
ガ
ッ
ク
リ
。
そ

の
後
、
運
よ
く
49
香
、
48
と
、

47
歩
の
順
や
、最
後
の
15
竜
等

を
見
つ
け
、
ど
う
に
か
表
示
手

数
の
解
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

巧
妙
に
し
て
明
快
、
緻
密
に
し

て
重
厚
の
森
ワ
ー
ル
ド
、
ま
さ

に
円
熟
の
傑
作
。 

作
者
―
龍
の
助
け
を
借
り
歩
二
枚

消
費
し
て
香
を
入
手
、
そ
の
香

を
歩
三
枚
に
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
24
手
サ
イ
ク
ル
で
持
駒
歩

の
増
幅
を
行
う
。
最
終
回
以
外

は
最
大
限
香
歩
を
持
駒
に
し
て

か
ら
「
と
金
」
の
は
が
し
、
ま

た
は
最
大
限
歩
を
持
駒
に
し
て
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か
ら
歩
の
一
段
下
げ
を
行
う
。 

☆
「
龍
の
顎
」
で
は
桂
を
媒
介
と

し
た
持
駒
増
幅
で
、
巨
大
か
つ

精
密
な
高
度
な
パ
ズ
ル
を
見
せ

て
く
れ
た
森
氏
。
本
作
で
も
香

を
媒
介
と
し
た
持
駒
増
幅
に

「
は
が
し
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ば
か
詰
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る

手
順
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

☆
従
来
、
香
を
利
用
し
た
持
駒
増

幅
は
、
香
で
香
合
い
を
稼
ぐ
方

式
だ
っ
た
た
め
、
非
限
定
が
つ

き
も
の
で
し
た
。
本
局
で
は
龍

で
香
合
い
を
稼
ぐ
２
段
階
式
の

変
換
を
用
い
て
い
る
た
め
、
非

限
定
が
消
え
て
い
ま
す
。 

☆
更
に
、
持
駒
に
香
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
歩
の
操
作
だ
け
で
な

く
、「
は
が
し
」
と
い
う
要
素
を

加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
香
や
桂
を
伴
っ
た
持

駒
増
幅
は
、
か
な
り
の
発
展
性

を
秘
め
て
お
り
、
今
後
の
研
究

が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。 

駒
井
信
久
―
意
外
と
ス
ッ
キ
リ
し

た
構
造
で
解
き
や
す
か
っ
た
。

何
度
も
資
金
を
稼
い
で
は
埋
蔵

金
を
掘
り
に
行
く
。
そ
し
て
つ

い
に
…
…
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー

が
見
え
て
楽
し
い
。 

小
峰
耕
希
―
手
数
の
割
に
難
所
無

し
。
歩
の
枚
数
が
実
に
良
く
管

理
さ
れ
て
い
る
。 

☆
手
数
が
手
数
な
の
で
解
く
前
に

怯
ん
だ
方
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
解
い
て
み
る
と
意
外

と
易
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
大
き
な
落
と
し
穴
が

２
箇
所
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
①

99
手
目
の
49
香
。
こ
こ
を
先
に

47
歩
と
し
て
し
ま
う
と
、
２
手

長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も

う
一
つ
は
②
1949
手
目
の
15
龍
。

も
う
右
辺
に
戻
る
必
要
が
な
い

最
終
盤
な
の
で
、
こ
の
手
で
１

歩
を
節
約
で
き
る
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
紛
れ
は
、
自
然
に
で
き

た
陥
穽
で
す
が
、
超
長
編
だ
け

に
、
こ
れ
に
落
ち
て
し
ま
う
と

正
解
を
捜
す
の
は
大
変
で
す
。 

☆
創
る
立
場
か
ら
見
て
、
特
に
感

心
す
る
の
は
終
盤
の
５
・
６
段

目
の
は
が
し
で
す
。
こ
こ
で
は
、

使
え
る
歩
の
枚
数
が
増
え
る
た

め
、
非
限
定
を
生
じ
さ
せ
ず
に
、

４
枚
も
の
駒
を
は
が
す
の
は
至

難
の
技
で
す
。
作
者
は
「
ｆ
ｍ

に
大
い
に
援
け
ら
れ
ま
し
た
」

と
仰
っ
て
い
ま
す
が
、
積
み
重

ね
ら
れ
た
経
験
と
、
確
か
な
技

量
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
が

実
現
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

☆
作
者
自
身
も
「
会
心
作
」
と
自

負
す
る
こ
の
作
品
は
、
森
氏
の

傑
作
群
の
中
で
も
、
代
表
作
の

一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
最
後
に
こ
の
短
評

で
締
め
括
っ
て
戴
き
ま
す
。 

市
村
道
生
―
香
と
歩
が
盤
面
で
躍

動
。
堂
々
と
し
た
構
成
に
妙
技

も
混
在
す
る
。
名
作
。 

〔
解
答
成
績
〕（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
小
峰
耕
希
、 

林
泰
伸
、
駒
井
信
久
、
今
川
健
一
、 

た
く
ぼ
ん
、
市
村
道
生 

【
４
題
】
小
五
郎 

【
２
題
】
天
津
包
子
、
弘
光
弘
、 

佐
藤
宣
多
、
佐
々
木
寛
次
郎
、 

【
１
題
】
川
並
洋
太
、
伊
東
史
郎
、 

林
八
江
子
、
ほ
の
字
、
八
尋
久
晴
、 

原
岡
望
、
山
本
和
男
、
安
原
嗣
治
、 

和
田
登
、
中
沢
照
夫
、
岡
田
至
弘
、 

山
口
勇
、
土
沢
芳
信
、
滝
本
幹
夫
、 

千
葉
肇
、
高
橋
達
也
、
砂
川
順
一
、 

Ｓ
ｕ
ｂ
、
佐
藤
司
、
河
原
林
隆
彦
、 

佐
藤
善
起
、
坂
本
竜
雄
、
大
野
孝
、 

浜
崎
歩
、
片
桐
正
二
、
江
口
昌
司
、 

井
上
道
宣 


